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書 評
本書は小売業のマネジメント（リテール・マネジ
メント）について、ケースを通じて理解するもので
ある。
以下では内容を概観する。
第Ⅰ部では、そもそもリテール・マネジメントと
はいかに実現されるのかを紹介している。
具体的には、リテール・マネジメントにおいて、
いかに環境変化に対応するかが重要であるか（第1
章）日本の小売業が個人経営からチェーンストア経
営へいかに移行し、いかなる知識・技術・仕組みが
取り入れられたのか（第2章）、メーカーから消費者
に近い流通業者にパワーが移る過程を紹介し、流通
の近代化と消費者主権とはいかに実現されてきたの
か（第3章）、顧客を起点にしていかに経営を進めて
いくべきか（第4章）を紹介している。
第Ⅱ部では、流通チャネルの中で消費者（顧客）
との接点となる小売業者が、いかに顧客にとって魅
力的な店舗を実現するのかを紹介している。
具体的には、顧客にとって最もわかりやすい魅力
となる品揃えをいかに充実させるかという問題を、
品揃えの役割とその構成の際に何が重要か（第5章）、
品揃えに限らず売り場自体をいかに魅力的にし、他
店と異なると消費者に認識してもらい、来店につな
げるか（第6章）を紹介した上で、顧客には見えない
バックヤード（第7章）や取引関係・物流システム
（第8章）の役割やそのマネジメント、顧客にとって
の差別化要因となりうるプライベートブランド（第
9章）、価格設定（第10章）の役割とそのマネジメン
トを紹介している。
第Ⅲ部では、顧客接点（店舗）での取り組みに限
らず、チェーン全体での魅力を高めるために、どの
ような取り組みが必要かを紹介している。
具体的には、Customer Relationship Management
を 実 現 す る た め の 情 報 技 術、 特 に Frequent 
Shoppers Programを活用するにはどうすればよい
か（第11章）、商圏分析を通じどのような立地戦略を
とればよいか（第12章）、人材をいかに活用すれば
よいか（第13章）、近年注目されているネットスー
パー（第14章）、国際化（第15章）のマネジメント
にいかに対応すればよいかを紹介している。
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本書の特徴は以下の3点である。第一に初学者、具
体的には大学生（特に「ビジネス」や「マーケティン
グ」、「マネジメント」について学び始めた学生）にわ
かりやすいよう、ケースをはじめに紹介した上で、リ
テール・マネジメントのポイントとなる考え方につい
てケースをもとに解説している点、第二に、すべての
章において、スーパーマーケットのケースを用いてい
ることで読みやすくケース同士の比較をすることが
できる点、第三に、さらなる学習を行いたい場合の演
習問題（考えてみよう）や今後読むべき本、リテー
ル・マネジメントにおいて重要だと考えられる多様な
ケースが記されている点である。
第一の点について、前半がケース、後半が概念の
理解という構成になっており、「サプライチェーン」
「品揃え」「小売吸引力」「エンパワーメント」「顧客
満足」などの概念をより理解しやすいようにケース
が執筆されている。これにより初学者にも手に取り
やすく、学び始めやすい構成になっている。
私自身、マーケティング論を担当する中で、スー
パーマーケットの事例を用いた解説を行うことがあ
る。スーパーマーケットの事例は流通に関する理論を
解説する際だけでなく、消費者行動の理解や営業に関
する理解を深めたい際など様々な局面で利用する。
例えば、学生にとって「近所のスーパー」で流行っ
ていると思うお店について列挙してもらい、その
スーパーにどんな特徴があり、ターゲットは誰なの
か、なぜそのお店を流行っていると思うのか、どん
なところを魅力に感じるのかをグループで考える、
という課題を出すことがある。このディスカッショ
ンを行う第一の理由は本書内にもあるが食品、特に
生鮮三品は食文化の違いから地域による売れ筋商品
が異なることもあり、ディスカッションの中では大
手スーパーから地域スーパーまで様々なスーパー
マーケットの名前が出てくる。まずそこに学生間で
驚きがあり、そこから、さらにそれぞれが様々なマ
ネジメント上の工夫をしていることを見つけ出し、
それが理論とどのようにかかわるのかを考えるよい
手がかりになると考えるからである。そして第二の
理由は全国的にある程度標準化されている百貨店や
コンビニをテーマとするより、多様な意見が出るこ
とが期待できることもあり、スーパーマーケットを
テーマという側面もある。
しかし、学生の反応が芳しくないことがある。特
に1年生や一人暮らしではない学生が多いグループ
だと、あまりディスカッション盛り上がらないこと
がある。
彼らに「何か思いつくスーパーや面白いなと思っ
た取り組みはないですか？何でもいいですよ」と聞
いてみると「近所にあるスーパーは知っているけれ
ど、たいてい家族の誰かが買い物に行っていて、自
分自身で買い物することは少ないのでイメージがつ
かみにくい。」「そもそも、買い物自体にそれほど興
味がないし、ましてやスーパーで販売しているもの
でわざわざ買いに行くものが思いつかない。」という。
つまり、学生にとってはスーパーマーケットが身
近に見えて、実は身近ではないことがしばしばある
のである。これは大きな驚きであった。
その点、本書は、ケースが丁寧に記述されている
ことでこうした学生にも対応がすることができ、さ
らにスーパーマーケットを身近に感じている学生に
とっては、自分の知らないスーパーでところでどん
な経営上の工夫がなされているのかを学ぶことがで
き、その上で理論を理解することができる。
第二の点について、ケースに統一感があること
で、読み進めやすく、さらにケース間の比較がしや
すいことでより深い小売業の理解ができる構成に
なっている。
ケーススタディを行う場合、読んでいるケースが
終わってしまうと、そのケースのことは忘れまた一
から別のケースで別の理論を学ぶ、ということも多
い。しかし本書はケースがスーパーマーケットに統
一されているため、例えば、興味を持った概念につ
いて、本書で紹介されているほかのスーパーマー
ケットはどのような取り組みをしているのかを考え
るといった発展的学習がしやすい構成になっている。
第三の点について、本書は易しい文章で書かれて
おり、基本的なリテール・マネジメントに必要な概
念が網羅できるようになっているが、より専門的に
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学習をしたい場合本書の参考文献を参照し、演習問
題を行うことができるようになっている。それだけ
でなく、例えばネットショッピングや小売業の国際
化など、近年特に話題になっているテーマも網羅し
ていることも初学者が今後このテーマについて考え
る際のヒントとなりうる。
これらの特徴を踏まえた上で、本書は、初学者、
特に大学でマーケティングや流通を学ぶ学生やこれ
から小売業で活躍したい社会人を主なターゲットと
してあげているが、こうした人々に加えあまりに身
近すぎて普段考えることのない小売業界について、
今後小売業界への就職を考えている学生が業界研究
を行う際や、小売業界と取引のある企業の社会人に
とっても興味深い内容であるといえる。さらに、本
書はマーケティングや流通論を行う際の参考文献、
もしくは副読本としてもとても有意義である。
そして全体を通じて、ある理論や概念がどのよう
な現実から生まれ、さらにその現実がどのように理
論化、概念化されて実務に役立っていくのかという
視点が貫かれていることを評価したい。例えば「流
通革命」（第3章）についてもある日いきなり起こっ
たわけではなく、それが起こるまでにどんな積み重
ねがあったのか、さらにそれを研究者がどのように
考え、さらにそれが実務にどのようにフィードバッ
クされたのかという視点で考える重要性が述べられ
ており、こうした思考の仕方を初学者が学ぶという
点でも、ぜひ本書を初学者に推薦したいと考える。
本書を通じて理論の理解の仕方が深まるだけでは
なく、ケースがとても魅力的でさらに知りたくな
り、私自身で早速2次資料を集めたケースがいくつ
かある。まさに序文にあるように「スーパーマー
ケットをはじめとする小売業についてのイメージ
が、かなり変わる（p5-6）」一冊であるといえよう。

